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営業外収益及び特別損失の計上、 

並びに個別業績の前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

 

当社は、2022 年６月期連結決算において営業外収益、個別決算において営業外収益及び特別損失を計上す

るとともに、2022 年６月期の個別業績と前期実績値との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせ

いたします。 

記 

 

１． 営業外収益（為替差益）の計上 

（連結決算） 

当社は、連結決算において、為替差益 181百万円を営業外収益に計上しました。これは、主として当社及び

海外子会社の外貨建債権の決済、換算替えにより発生した評価益になります。  

（個別決算） 

当社は、個別決算において、為替差益 126百万円を営業外収益に計上しました。これは、主として海外子

会社に対する外貨建債権の決済、換算替えにより発生した評価益になります。  

なお、当該収益につきましては、連結財務諸表上では営業外収益の為替差益に含まれております。 

 

２．特別損失（投資損失引当金繰入額）の計上 

（個別決算） 

当社は、個別決算において、当社が保有する CRESTEC PRINTING (DONGGUAN) LIMITED.の出資金について投

資損失引当金繰入額 127 百万円を計上いたしました。2022 年６月 24 日付「連結子会社の事業内容変更に伴

う特別損失の計上に関するお知らせ」のとおり、同社の事業内容変更に伴い特別損失を計上した結果、純資

産基準額が引き下がることによって発生したものであります。 

なお、当該損失につきましては、連結財務諸表上では全額消去されるため、連結業績への影響はありま

せん。 

 

３．特別損失（関係会社出資金評価損）の計上 

（個別決算） 

当社は、個別決算において、関係会社出資金評価損 15 百万円を計上いたしました。これは CRESTEC 

INFORMATION TECHNOLOGY (SHENZHEN) LIMITED.の出資金について実質価額が著しく低下したことにより発生

したものであります。 

なお、当該損失につきましては、連結財務諸表上では全額消去されるため、連結業績への影響はありま

せん。 
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４．2022年６月期通期個別業績と前期実績値との差異（2021年７月１日～2022年６月 30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前 期 実 績 ( A ） 

百万円 

4,447 

百万円 

369 

百万円 

338 

百万円 

25 

円 銭 

8円36銭 

当 期 実 績 ( B ） 4,344 255 336 123 40円21銭 

増 減 額 ( B － A ) △103 △113 △1 98  

増 減 率 （ ％ ） △2.3% △30.8% △0.4% 383.9%  

（差異の理由について） 

売上高については、全体的に多くの顧客との取引は回復傾向にありましたが、顧客全般に部材不足による

製品の納期遅延が発生し、新モデルの開発や販売にまで影響が及び減収となりました。営業利益については、

売上高の減少に加えて、年金資産の減少に伴う退職給付費用の増加などにより前期実績に比べ減少しており

ます。一方で、経常利益については、円安の影響による外貨建て資産の換算による為替差益が発生しており

ます。当期純利益につきましては、投資損失引当金繰入額などの特別損失の発生はあったものの、前期にお

ける特別損失の発生額より減少した結果、前年実績に比べ増加しております。 

 

以 上 


